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少年による一般刑法犯の推移
（法務省『犯罪白書』から転載）

（文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」から）

児童生徒の自殺者数の推移



校内暴力の事件数と検挙補導人員の推移
（『平成２３年版犯罪白書』から転載）
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日本における一人当たりＧＤＰの推移
（ウェブサイト「世界経済のネタ帳」から作成）



友だちの人数の変化
（青少年研究会調査結果から）
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友だちの人数の変化
（青少年研究会調査結果から）

２０１２年



友人や仲間といるときに充実感（１８～２４歳）
（内閣府「世界青年意識調査」から作成）
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悩みや心配ごとは友人や仲間のこと
（内閣府「世界青年意識調査」から作成）
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遊ぶ内容によって、一緒に遊ぶ友だちを使い分けている
（辻泉「現代青少年の文化と意識(3)友人関係の変容」第86回日本社会学会大会報告（2013年）から引用）

「コミュニケーション能力」が出てくる朝日新聞の記事数
（「朝日新聞」（２０１２年７月２１日）朝刊から）



友人の数の推移（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の生活と意識に関する調査」から）



仲のよい友人でも私のことをわかっていない（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の生活と意識に関する調査」から）

親友と真剣に話ができる（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の生活と意識に関する調査」から）



親友とケンカしても仲直りできる（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の生活と意識に関する調査」から）

友だちとの付きあい方（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の行動と意識に関する調査」から）



子どもの自傷行為の実態
（文部科学省「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」（２００９年）から転載）

精神障害を有すると診断された少年院入院者数
（「２０１９年版犯罪白書」ウェブサイト「毎日新聞医療プレミア２０２３年７月４日」から重引）



自分には「自分らしさ」がある（１６～２９歳）
（青少年研究会「若者の行動と意識に関する調査」から）

自分がダメな人間だと思うことがある
（日本青少年研究所「高校生の生活意識と留学に関する調査報告書」２０１３年から転載）


